
第 15 回 「まちの活性化・都市デザイン競技」の結果概要 
 
主  催：まちづくり月間全国的行事実行委員会、財団法人都市づくりパブリックデザインセンター 

後  援：国土交通省、岐阜県、岐阜市 

事務局：財団法人都市づくりパブリックデザインセンター 

   

■趣  旨 
これからのまちづくりにおいては、そこに生活し

活動していることの豊かさが実感でき、誇りのもて

る優れた景観を備えた環境整備が重要になっていま

す。現代の活動にふさわしい新たな都市景観の形成

には、まちの歴史や環境に配慮しながら、その都市

固有の品格を備えた洗練された表現と演出が求めら

れ、その魅力が都市に活力を呼び戻し、新たな賑わ

いを伴って、まち全体が活性化していくことが期待

されます。 

こうしたまちづくりの基本的課題を踏まえ、本「ま

ちの活性化・都市デザイン競技」は、地域にふさわ

しい整備構想とまちのデザインについて広く一般か

ら提案を募り、まちづくりに対する国民の関心を高

めるとともに、活力ある美しい景観を備えたまちづ

くりの実現に寄与することを目的として、平成 10

年度より毎年実施しています。 

 

■対象地区 
今年度は、岐阜県岐阜市の岐阜駅周辺・柳ケ瀬・

岐阜大学医学部等跡地周辺（岐大跡地周辺）を結ぶ

岐阜市の都心軸上に位置する「柳ケ瀬・玉宮通り周

辺地区」（約 24ha）を対象地区に選定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象地区の位置 

 

■募集内容 
１．対象地区の現況と課題 

当市は、斉藤道三公・織田信長公の時代に金華山

の麓に城下町が形成され、政治・商業・経済の中心

都市として発展し、その後、戦災復興を経て、繊維

産業を基幹産業とした地方中核都市として成長を遂

げました。しかし、高度経済成長期には、市街地が

拡大した一方で、中心部の空洞化が生じたことによ

り、市域全体の活力が低下することとなりました。 

とくに、柳ケ瀬を核とする中心市街地は、郊外部

での大型商業施設の建設に伴う大規模小売店舗の撤

退や中小店舗の閉鎖が相次ぎ、居住人口ならびに交

流人口の減少が進んだ結果、都市機能の低下傾向が

顕著になりました。 

そこで、平成 18 年に改正された中活法に基づき

「中心市街地活性化基本計画」を策定し、都市の再

生に係わる様々な事業を推進したことにより、岐阜

駅周辺 においては、駅前広場の整備や周辺の市街地

再開発が進展し、交通結節機能ならびに居住機能の

向上が図られました。また、岐阜大学医学部等跡地

においては、“みんなの森 ぎふメディアコスモス”として

交流にぎわい機能の整備が図られようとしています。 

しかしながら、対象地区は、これら両地区の中間

にあって、閉鎖された大規模店舗跡地や土地利用効

率の低い平面駐車場が数多くみられるなど、一部の

地域を除いて、いまだに沈滞化から脱することなく、

都市景観上も魅力の少ない街となっています。 

また、道路や公園などの生活基盤施設の整備や市

街地再開発事業に加え、地域の商店主を中心とした

イベントや各種活性化事業を展開しているにも関わ

らず十分なにぎわいの再生をみるまでには至ってお

りません。 

将来人口の減少が予測される現在、効率的な都市

経営を推進する観点から、市街地の拡散を抑制しつ

つ、集約型の市街地形成を図る必要に迫られており、

よりコンパクトで暮らしやすい中心市街地を構築す

ることが喫緊の課題となっております。 

 

 

柳ケ瀬地区 玉宮通り地区 



２．対象地区に関するまちづくり方針等 

（１）まちづくり方針 

平成 24 年に策定した２期岐阜市中心市街地活性

化基本計画では、活力が停滞する柳ケ瀬のまちの魅

力を高めるとともに、柳ケ瀬の活性化を促進するた

め、岐阜駅周辺と岐大跡地周辺のにぎわいを柳ケ瀬

へ波及させ、中心市街地全体の活性化を目指すこと

を基本的な視点としています。 

そのため、柳ケ瀬に人々が訪れたくなるよう、ま

ちの魅力を高めるとともに、活性化の兆しが見え始

めた岐阜駅周辺を訪れた人々が、柳ケ瀬まで足を伸

ばしてみたいと思えるよう、柳ケ瀬との回遊性を高

めることを活性化の方針としています。 

 

（２）都市計画 

対象地区の柳ケ瀬・玉宮通り周辺地区は、商業地

域に指定されています。 

対象地区のうち柳ケ瀬地区は、平成 15 年に「都

市再生緊急整備地域」に指定されています。柳ケ瀬

地区（岐阜高島屋・昭和 52 年 9 月完成）・柳ケ瀬通

北地区（オアシス柳ケ瀬ビル・平成 24 年 3月完成）

の第１種市街地再開発事業が完成しており、平成 23

年 12 月には、高島屋南地区第１種市街地再開発事業

が都市計画決定されました。 

 

３．提案募集の内容 

本競技は、上記の現況・課題及びまちづくり方針

等を踏まえた上で、対象地区の賑わいを高め、地域

全体を活性化するための拠点整備、回遊性の向上、

良好な景観形成を図るための都市デザイン、その整

備手法について、次のような提案を求めたものです。 

①柳ケ瀬活性化構想の提案 

地区内の大規模店舗跡地や低未利用地の再整備、

道路空間の有効活用、繁華街としての魅力と特性を

活かしたまちづくりにより、誰もが、柳ケ瀬に住み

たい、訪れたいと思えるような整備構想・空間デザ

インを提案すること。 

②地域全体の魅力と回遊性を向上させる都市デザイ

ンや整備イメージの提案 

街歩きや買い物・飲食を楽しみながら、岐阜駅周

辺から柳ケ瀬へ人々が自然に移動し、様々な都心ラ

イフを満喫して、再び散策しながら駅へ戻るような

生活回遊空間を形成するための整備イメージや景観

形成の手法を提案すること。 

４．応募図書 

上記の募集内容に即して、対象地区の計画方針、

中心市街地整備、道路空間の活用、景観コントロー

ル、実現化方策などをＡ２サイズのパネル２枚に表

現したものと、提案の要旨をＡ４サイズ１枚にまと

めたものを応募図書として提出を求めたものです。 

 

■スケジュール 
応募登録 平成 24年 9月 10日（月） 

～10月 5日（金） 

現地説明会 平成 24年 10月 18 日（木） 

質疑応答 平成 24年 10月 18 日（木） 

～10月 23日（火） 

作品提出 平成 25年 1月 7日（月） 

～ 1月 10日（木）必着 

審  査 平成 25年 1月 21 日（月) 

表  彰 平成 25年 6月（予定） 
 

■応募件数・応募者の属性 
事前の応募登録数が 52グループあり、最終的に提

出された応募作品数は 32でした（応募者の属性は円

グラフを参照）。 
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■審査委員会及び結果 
１．審査委員会 

委員長 西 村 幸 夫 東京大学副学長・教授 

委 員 石 川 幹 子 東京大学教授 

岸 井 隆 幸 日本大学教授 

高 見 公 雄 法政大学教授 

藤 本 昌 也 建築家 

望 月 明 彦 国土交通省市街地整備課長 

細 江 茂 光 岐阜市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．審査結果 

審査委員会での審査の結果、下記の入賞作品が選

定されました。 

※岐阜市長賞は岐阜市により選定されました。 

 

○国土交通大臣賞（1点） 

  ······ 賞状及び賞金 50万円 

（東京理科大学理工学部建築学科） 

伊藤香織、丹羽由佳理、伊藤慎吾、荒井隆太

郎、池田俊介、上原慧史、萩原豪、堀口裕、

大谷唯子、髙橋真有、吉田恵子、渡邊諒 

○まちづくり月間実行委員会会長賞（1 点） 

 ······ 賞状及び賞金 25万円 

（玉野総合コンサルタント株式会社） 

田中悟、中垣淳一、溝下重成、城間さわ、 

岡田えりか、石神絵里奈、稲垣和志 

○(財)都市づくりパブリックデザインセンター理事

長賞（1点） ·············· 賞状及び賞金 15万円 

（日本大学大学院生産工学研究科） 

川岸梅和、北野幸樹、野田りさ、田村一晃、

高橋亮裕 

○奨励賞（２点） ········ 各賞状及び賞金10万円 

［奨励賞１］ 

（早稲田大学大学院創造理工学研究科建築学専攻

［有賀隆研究室］） 

野村大、服部杏平、引田雅之 

［奨励賞２］ 

（芝浦工業大学大学院） 

鈴木利衛、清水悠太郎、遠山洋輝、渋井嵩史、

山田裕、杉田裕大、戸田幸児、鳥井雄介 

○岐阜市長賞（２点）······ 各賞状及び記念品 

［岐阜市長賞１］ 

（戸田建設株式会社建築設計統轄部） 

浦波寛弥、伊藤えり子、山田和幸 

［岐阜市長賞２］ 

（岐阜大学） 

出村嘉史、宮地翔、岩本一将、川口直秀、 

長谷川真穂、大野峻、富田敬之、大井晴奈 

 

■入賞作品の概要 
入賞作品の概要は次頁以下に見られる通りです。

詳細は（財）都市づくりパブリックデザインセンタ

ーのホームページ（下記ＵＲＬ）をご覧ください。   

 

第一次審査：審査委員が各作品を一通り閲覧したうえで、

一回目の投票が行われ、有望作品として十数

点あげられました。 

最終審査：入賞候補作品を並べて、相互に比較検討しな

がら大臣賞をはじめ各受賞作品が選定されま

した。 

第二次審査：有望作品一つ一つについて議論された後、二

回目の投票により入賞候補作品が絞り込ま

れました。 

審査方法等の確認：審査を始めるに当たって、審査の内

容・方法等について確認されました。 

http://www.udc.or.jp 



国土交通大臣賞 
応募者： （東京理科大学理工学部建築学科） 

伊藤香織、丹羽由佳理、伊藤慎吾、荒井隆太郎、池田俊介、上原慧史、

萩原豪、堀口裕、大谷唯子、髙橋真有、吉田恵子、渡邊諒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テ ー マ： 
「タテイト×ヨコイト」 

-タテイトとヨコイトが織りなす 

繊維の街- 

主な提案： 

岐阜市街の地勢と歴史から東西方

向の細かい道の重要性に着目し、南北

の主要動線を含め、これらの動線を街

を織る糸ととらえ、街のタテイト（南

北の道）を中心市街地の回遊性の向

上、街のヨコイト（東西の道）をゆっ

くり歩きとどまることのできる居心

地良い空間として提案する。 

（1）ヨコイト『ふところ×水路』 

（水路を復元した新規の町中居住エリア） 

水路の周辺には、グリーンベースを設け、快

適な歩行空間を促す親水空間を創出 

（2）ヨコイト『モビリティ×緑道』 

（オフィスを中心とする住商混合エリア） 

結節点にモビリティステーションを配置、緑道+

角地にモビリティ情報を提供する街コンシェ

ルジュを置き、フレンドリーな空間を創出 

（3）ヨコイト『滞留空間×まちテラス』 

（既存店舗を活かした商業エリア） 

街区内にｸﾞﾘｰﾝﾍﾞｰｽ、既存店舗・空間

を活かしたまちなかテラスを設け、

人々の滞留を促す 

 
対象地の広域的な位置づけ、人の流れからひもとき、

地域の歴史地勢に言及しそれを街の骨格として提案して

いる点を評価する。また出口としてのフィニッシュまで

一貫した出来上がりとなっている。 
出発点をヨコ糸タテ糸の道づくりに置いたことは、都

市デザインの正道をゆくものとして評価したい。道は歴

史的経緯、都市の文脈を検証する中から生み出されたも

のであり、それぞれの道が個性あるものとなっており、

実現の方法についても明示されている。 
道に沿う建築、広場を一体的に公空間を総合的に解こう

とするスタンスも受けつくべきことと考える。また、ア

ーケードを部分的に撤去し、メリハリをつけたのはおも

しろい。 

審査講評 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まちづくり月間全国的
行事実行委員会会長賞 

応募者： （玉野総合コンサルタント株式会社） 

田中悟、中垣淳一、溝下重成、城間さわ、岡田えりか、

石神絵里奈、稲垣和志 

テ ー マ：  「未完の柳ケ瀬物語」 -余白が紡ぐ暮らしの場- 

主な提案：     柳ケ瀬を「ハレの場」から「暮らしの場」へと転換させ、「日常」に密着した商店街としての賑わい

再生を目指し、散在する「まちの余白（低未利用地）」を基点にまちを活性化させる「まちの余白を活

用し、“物語”を生み出す『柳ケ瀬モデル』」を提案する。 

【4 つの活性化手法】                  【3 つの活性化手法を支える仕組み】 

（1）物語のある通りに再編集する（暮らしのストーリーの提案） 

（2）自分の“物語”を育む場を設ける（住まい方の提案） 

（3）新旧柳ケ瀬の“物語”を挿入する（大型空き店舗の活用） 

（4）“物語”紡ぐ場を設ける（回遊性の創出） 

 
進化を続ける都市デザインとしてダイナ

ミズムと無限の可能性を感じさせる。 
まちの余白をネガティブなものではなく、

物語を挿入することにより、進化するまちを

創っていこうとするものである。つまり余白

が必然的に生まれてくる＜まち＞の状況に

どう対応するかが、部分の対応策として多角

的に提案できているところが評価された。 
惜しむらくは、余白といった空洞化市街地

の再生にむけたストーリーが詳細に述べら

れているのに対し、その結果としての平面図

の表現が弱い。都市デザイン的にそれら部分

としての余白をどう位置づけるのかの方針

の発信も都市デザインの重要な役割である

ことを再認識してほしい。 

審査講評 

（1）“物語”と出会いを増やす仕組み（交通計画） 

（2）“物語”を生み出し続ける仕組み（ごま塩市街地の改善） 

（3）“物語”を動かし続ける仕組み（組織・資金計画） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(財)都市づくりパブリック
デザインセンター理事長賞  

応募者： （日本大学大学院生産工学研究科） 

川岸梅和、北野幸樹、野田りさ、田村一晃、髙橋亮裕 

 

テ ー マ：  「共に生きる・活きる暮らし」 -人の暮らしがみえるまちなかの Re・Design- 

主な提案：     人・活動・空間・時間とコミュニティが相互に浸透し、育み合う関係を構築することで点から線へ、

線から面へ循環し合う空間を構成し、品格を創出しつつ、賑わい溢れ、誇りや愛着の持てるまちづく

り・まち育て「人々の暮らし・活動がみえる Re・Design」を提案する。 

（1）まちなかのコントラストを『演出』する 

①小さな回遊と大きな回遊（点から線、線から面へ） 

 ②密集エリアとオープンエリア（静・聖と動・俗） 

 ③ハレとケ（非日常と日常の風景） 

 
暮らしを軸にまちなかのコントラストを

うまく生かしていくという提案に好感を持

った。パースもあたたかみがあり、生活の大

切さを表現しているように見える。住・商・

教育・娯楽の都市生活の構成要素がバランス

よくまとめられている。 
市民共助型のまちづくりの手法、コーポラ

ティブハウスなどの具体的な提案がなされて

いる事が評価された。なかでも、中央部の金

神社エリアに新たな公園緑地を生み出し、都

市のインフラを作り出していることは、他の

案には見られないユニークさを有している。 
一方中心市街地の活性化はあるべき姿の

提示で終わるものではないとするなら、あと

一歩踏み込んだ提案が欲しかった。 

審査講評 

（2）まちなか居住と賑わいを『創出』する 

①居住者参加型の「住まい」+「商い」+「α」 

②柳ケ瀬の大規模店舗・空きビルの再利用（地域資源のコンバージョン） 

③柳ケ瀬本通りを軸としたまちの再活性化 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奨励賞  
応募者： （早稲田大学大学院創造理工学研究科建築学専攻 

［有賀隆研究室］） 

野村大、服部杏平、引田雅之 

テ ー マ：  「暮らしからつくる岐阜の中庭」-環境資源を顕在化させる現代的なまちなか居住の再考  

主な提案：     岐阜の風土・文化と人々の生活との関わりを深め、人々のライフスタイルを再考し、人の都市活動か

ら中心市街地の活性化へとつなげることをコンセプトとし、街区内側で人々が活動し、交流の場とな

る都市の「中庭」空間づくりを提案する。3 つの機能を持つ「中庭」を設定し、地区内に設置する。 

（1）賑わいを生む中庭：柳ケ瀬地区 

中心区画のアーケードを取り払い 

地区の中庭とし、回遊性を生み出す 

コミュニティー交流拠点を整備する。 

 
金華山を含む鳥瞰図をトップに据えて大

きな地形から地区を考えるところへ下りて

くる思考の重要性を示したこと、鳥瞰から中

庭、という鮮明な提案につなげた構想力を評

価できる。 
魅力ある都市デザインに空間のあり様は

不可欠の条件である。その意味で、正直にま

ちの空間―中庭空間―に着目した今回の提

案は、今後の地域住民との合意形成に向けて

大きな武器となるであろう。 
中庭というコンセプトが明確であり、複雑

な都市デザインにおいて主張を絞り込み、分

かり易くすることに成功しており、中庭を都

市装置の真ん中に置き、固有の地域資源に光

を当てる手法は素晴らしい。 

審査講評 

（2）地域の「中庭」：金町公園地区 

既存緑地資源、金神社の文化資

源を活かし、景観に配慮し地域文

化発信拠点を整備する。 

（3）まちなか居住の「中庭」：玉宮通り地区 

未利用地を活用し、ｺｰﾎﾟﾗﾃｨﾌﾞﾊｳｽや小さ

な中庭を用意し、新規居住者に新たな活動

を促す居住地域として整備する。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奨励賞  
応募者： （芝浦工業大学大学院） 

鈴木利衛、清水悠太郎、遠山洋輝、渋井嵩史、 

山田裕、杉田裕大、戸田幸児、鳥井雄介 

 
アーケード撤去による景観の再整備、シェ

アハウス、コミュニティ道路の整備等、斬新

な発想がおもしろい。 
人が居なければ活性化もない。従って居住

、生活という点に特化させ貫いた提案が評価

され、生活づくりに着目した今回の提案は大

いに審査員の注目するところとなった。‘生

活するまち’をテーマとし、シェアハウス、

空き床の住宅利用等を行い、人の都心居住を

活性化する提案である。対象地の隅々まで緻

密に考えられている。 
建築的提案が主であったが、もう少し生活

プログラムに関わる提案があるともっと良

かったし、できればそこに暮らすユーザーの

姿に言及して欲しかった。 

審査講評 

（2）柳ケ瀬の拠点化（公共福祉の充実） 

①駐車場を集約したフリンジパーキング整備 

②カーシェアリング及び IC カードの共通化 

③大型店舗跡地の用途変換 

（総合福祉機能の導入）      、等 

（3）通りの時間・空間利用 

 ①夕方以降のイベント開催 

②アーケードの撤去・整備 

③コミュニティ道路の整備 

、等 

テ ー マ：  「生活するまち 柳ケ瀬」  

主な提案：     「住まう」というごくあたりまえの事を取戻し、まちの「系」の回復を目指す。「空き床の様々な活

用」「柳ケ瀬での起業者支援」「交通拠点整備」をコンセプトに人が住まい、使う柳ケ瀬を提案する。 

（1）住・商の相互展開 

（柳ケ瀬まちづくり基金の活用） 

住と商が一体となった段階的発展の提案 

①住：シェアハウスモデル事業としての提案 

②商：段階別チャレンジショップの展開方、等  

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜市長賞  
応募者： （戸田建設株式会社建築設計統轄部） 

浦波寛弥、伊藤えり子、山田和幸 

 

テ ー マ： 
「柳ケ瀬の影日向で過ごす」 

-学生がるなげるアーケードの 

賑わいと中庭の暮らし- 

主な提案： 

「商店街の賑わいと安心して住むこ

とのできる住空間を併せ持つ柳ケ瀬

へ」をコンセプトに『1.柳ケ瀬の低未

利用地を活かした中庭にような住空

間』『2.アーケードの架かる賑わいの

商業空間』『3.それらを繋ぐ将来を担

う若者たちの学校』、この 3 つの関係

性を軸に柳ケ瀬に賑わいと安心感が

連続する街並み創出の整備手法等を

提案する。 

（1）まちなか居住による柳ケ瀬の活性化 

①「アーケード通り」「中庭通り」の整備 

・アーケード撤去し、住空間に適し

た「中庭通り」を整備 

②「中庭通り」に面した住宅の整備 

③二つの通りを繋ぐ位置に専門学校を設置 

（2）地域全体の回遊性を向上 

①ヒストリーベンチの設置による縦軸 

「時の道」の整備 

②大通りから人を導く横軸「架け橋」の整備 

③柳ケ瀬の賑わいスポットを繋ぐ周回ルー 

トの整備 

 
生活空間としての快適性を高めるためにアーケードを

撤去して光と風を取り入れる「中庭通り」と、商店街と

しての快適性・一体性を維持する「アーケード通り」を

組み合わせることにより、「居住」と「にぎわい」が共生

する都心空間の形成を提案するものとして高く評価でき

る。 
さらに、それら性格の異なる通りを相互につなぐ交流

ポイントとして、専門学校を街区の要所々々に配置する

ことにより、若者と高齢者が集い・学ぶ、多世代交流拠

点の新しいプロトタイプが生み出されている。 
ヒストリーベンチを伝って駅前から柳ヶ瀬へと導かれ

る来訪者と共に、商店者と住民と若者が交流する、バラ

ンスのとれた新しいコミュニティ商店街の出現が予感さ

れる。 

審査講評 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐阜市長賞  
応募者： （岐阜大学） 

出村嘉史、宮地翔、岩本一将、川口直秀、 

長谷川真穂、大野峻、富田敬之、大井晴奈 

テ ー マ：  「UNIVER-CITY 柳ケ瀬」 -街に散らばる大学の教室- 

主な提案：     市街地の核として「岐阜大学」を埋め込む事で、大学と街の機能を高める方法を提案する。学生と地

域住民のコミュニティ形成等、内発的なまちづくりへの発展を目指し、地区内にある既存施設を活用

し、大学施設を分散させる土地利用（用途混成）、基盤整備等を提案する。 

（1）岐阜大学の教室・講習室・ミーティングルームを市街地の建築物の中へ、部屋単位で移設する（賃貸契約）。 

（2）アーケード街路網は現状を維持して車両の通過交通を排除。歩行者の経路を確保して区画内の誘導を融通する。 

（3）学生の居場所（市民の居場所でもある）を積極的に確保するため、市街地の内部に小規模な緑地・スクエアを建設。 

 
市街地を教育現場とし、地域に根差した産

業や人材の育成を地方大学の使命とするコ

ンセプトは、本市の政策理念「教育立市」に

適うものである。 
街区を大学のキャンパスに見立て、各施設

を分散配置させる中、水路脇の大規模店舗跡

地を回遊路の起点として開放性の高い広場

に再整備することにより、全体の流動性を生

み出そうとしている点が高く評価される。 
柳ヶ瀬地区以外の地域についての具体的

な提案に欠ける点はあるものの、当地区を従

来の“盛り場”的なイメージから脱却させ、

「商」と「学」を基本的な都市機能として活

性化を促すまちづくりは、模型写真や女子大

生キャラクターのつぶやきからも、決して空

想物語ではなく、臨場感あふれる提案に感じ

られる。 

審査講評 


